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問
題
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事
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に
関
す
る
質
問
主
意
書
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今
後
の
日
本
外
交
・
防
衛
問
題
及
び
有
事
法
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

今
後
の
日
本
外
交
及
び
防
衛
問
題
に
対
し
て
質
問
す
る
。

�

冷
戦
終
了
後
の
日
本
の
外
交
環
境
の
変
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
日
本
の
安
全
保
障
に
関
す
る
検
証
と
論
議
は
ま
っ
た
く

進
ん
で
い
な
い
。
外
交
と
軍
事
に
関
す
る
討
論
は
、
国
際
関
係
の
変
動
や
軍
事
力
の
具
体
的
な
動
向
を
分
析
し
た
上
で
論

ぜ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
諸
点
が
ま
っ
た
く
検
証
さ
れ
な
い
最
近
の
傾
向
、
と
く
に
、

日
米
安
保
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定
に
関
す
る
国
会
議
論
は
、
国
民
に
は
殆
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

冷
戦
の
終
焉
は
日
本
の
外
交
に
と
っ
て
も
大
転
換
の
時
代
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で

い
え
ば
、
日
米
安
保
体
制
と
い
う
軍
事
同
盟
か
ら
、
よ
り
総
合
的
な
経
済
協
力
、
相
互
平
和
友
好
条
約
へ
と
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
、
よ
り
広
範
な
地
域
安
全
保
障
へ
の
発
展
を
目
指
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も

冷
戦
以
後
の
安
全
保
障
体
制
と
外
交
の
課
題
を
新
た
な
角
度
か
ら
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
そ
れ
は
な
さ
れ
ず
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
新
国
際
戦
略
の
一
方
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
。
そ
れ
が
日
米
安
保
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ソ
連
の
崩
壊
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
世
界
の
覇
権
は
確
立
し
た
。
現
実
の
問
題
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
敵
対
で
き
る
国
は
存

一



在
し
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
に
対
抗
で
き
る
軍
事
力
は
世
界
か
ら
消
滅
し
た
時
代
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

む
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
は
現
在
も
依
然
核
大
国
で
あ
り
、
そ
れ
は
抑
止
力
と
し
て
働
い
て
い
る
。
そ
れ
が
攻
撃
力
に
転
ず
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
ロ
に
よ
る
核
兵
器
の
発
動
は
、
全
面
的
核
戦
争
の
勃
発
を
意
味
し
、
そ
れ
は
人
類
の

絶
滅
を
意
味
す
る
。
ま
た
通
常
兵
器
に
よ
る
戦
争
で
も
ア
メ
リ
カ
と
戦
う
こ
と
は
、
自
国
の
破
壊
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ

う
な
危
険
を
犯
す
国
は
存
在
し
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
国
際
軍
事
情
勢
を
正
確
に
分
析
す
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
分
析
に
つ
い
て
、
ま
ず
政
府
の
具
体
的
な
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

中
国
も
北
朝
鮮
も
ロ
シ
ア
も
い
ま
や
、
日
本
に
と
っ
て
の
敵
性
国
家
で
は
な
い
。
ま
ず
そ
れ
ら
の
国
々
と
戦
争
を
も
っ

て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
の
係
争
点
は
一
切
存
在
し
な
い
。
ま
た
日
本
国
内
に
は
、
外
国
勢
力
の
介
入
を
招
き

兼
ね
な
い
政
治
的
分
裂
も
な
い
。
要
す
る
に
日
本
ほ
ど
周
辺
に
危
険
な
要
素
を
も
た
な
い
国
は
な
く
、
北
方
領
土
問
題
も

外
交
交
渉
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
検
証
を
行
っ
た
上
で
日
本
の
防
衛
計
画
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。

昨
年
一
二
月
一
五
日
に
「
二
〇
〇
一
年
か
ら
五
年
間
の
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
次
期
防
）
が
安
全
保
障
会
議
と
閣
議
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で
決
定
さ
れ
た
」
と
報
道
さ
れ
た
が
、
以
上
、
述
べ
た
よ
う
な
問
題
点
を
徹
底
的
に
議
論
し
た
上
で
決
定
さ
れ
た
の
か
、

し
か
と
見
解
を
問
う
。

�

そ
れ
で
も
日
本
は
自
衛
力
を
持
つ
必
要
は
あ
る
と
考
え
る
。
何
時
不
測
の
事
態
が
訪
れ
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
幾
つ
か
の
前
提
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
防
衛
的
で
あ
る
こ
と
。
防
衛
の
規
定
を
明
確
に
示

す
こ
と
。
軍
事
力
の
海
外
派
遣
は
憲
法
に
も
と
づ
い
て
禁
止
す
る
こ
と
。
海
外
紛
争
へ
の
国
際
貢
献
は
非
軍
事
的
側
面
だ

け
に
限
定
す
る
こ
と
。
逆
に
人
道
的
な
国
際
的
義
務
を
果
た
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
諸
問
題
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
日
本
の
本
当
の
国
益
は
守
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が
ど
の
よ
う
な
世
界
戦
略
を

掲
げ
よ
う
と
自
由
で
あ
る
が
、
日
本
は
自
立
、
自
主
的
な
外
交
路
線
を
い
ま
こ
そ
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
し
く
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
と
な
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
早
速
以
上
の
諸
点
に
関
連
し
て
、
�Ｐ

Ｋ
Ｆ

の
凍
結
解
除
、

�
集
団
的
自
衛
権
の
（
憲
法
上
の
）
確
認
に
期
待
す
る
旨
の
表
明
を
お
こ
な
っ
た
。

こ
の
際
、
日
本
政
府
は
確
固
た
る
見
解
を
日
本
国
民
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
は
勿
論
の
こ
と
、
世
界
に
む
け
て
宣

言
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
森
内
閣
の
ゆ
る
ぎ
な
い
見
解
と
決
意
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
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二

有
事
法
制
（
緊
急
事
態
法
）
論
議
に
対
し
て
質
問
す
る
。

�

一
月
三
一
日
に
召
集
さ
れ
た
第
一
五
一
通
常
国
会
の
衆
参
両
院
本
会
議
に
お
け
る
森
首
相
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で

「
有
事
法
制
」
の
検
討
、
着
手
を
表
明
し
た
が
、
公
式
に
「
有
事
立
法
」
問
題
を
と
り
あ
げ
た
の
は
福
田
内
閣
で
あ
っ

た
。
確
か
栗
栖
統
幕
議
長
解
任
（
昭
和
五
三
年
七
月
二
八
日
）
を
テ
コ
に
福
田
内
閣
は
国
防
会
議
議
員
懇
談
会
、
有
事
に

そ
な
え
た
非
常
時
立
法
、
民
間
防
衛
の
研
究
推
進
を
正
式
に
決
定
し
、
そ
れ
を
防
衛
庁
に
指
示
し
た
筈
で
あ
る
。

本
来
、
有
事
立
法
と
は
防
衛
庁
も
確
認
し
て
い
る
通
り
、
自
衛
隊
法
第
七
六
条
下
令
（
防
衛
出
動
発
令
）
、
即
ち
戦
時

に
お
け
る
自
衛
隊
の
行
動
を
ど
の
よ
う
に
自
由
化
し
、
他
方
、
国
民
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に
基
本
的
人
権
を
制
約
し
、

義
務
負
担
を
強
要
す
る
か
の
立
法
問
題
で
あ
る
。
極
限
す
れ
ば
、
有
事
と
は
「
武
力
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
法
は
沈
黙
す

る
」
事
態
と
思
わ
れ
る
が
政
府
の
見
解
を
問
う
。

又
、
以
上
の
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
と
し
て
、
一
九
五
八
年
、
防
衛
研
修
所
『
自
衛
隊
と
基
本
的
法
理
論
』
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

�
�

防
衛
庁
内
部
で
は
自
衛
隊
創
設
以
来
、
有
事
法
制
に
関
す
る
検
討
、
研
究
は
す
で
に
数
多
く
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
一
部
は
「
訓
令
」
や
「
達
」
に
よ
っ
て
す
で
に
極
秘
裏
に
下
部
実
戦
部
隊
に
下
令
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
演
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習
、
訓
練
が
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
事
実
で
あ
る
。

有
事
立
法
が
で
て
き
た
背
景
と
し
て
は
、
日
本
を
中
心
と
す
る
内
外
情
勢
が
こ
と
さ
ら
緊
迫
状
態
で
も
な
い
の
に
、

な
ぜ
突
如
と
し
て
有
事
立
法
問
題
が
お
こ
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
こ
そ
問
題
で
あ
る
。

日
米
安
保
協
議
委
員
会
の
小
委
員
会
（
日
米
防
衛
協
力
小
委
員
会
）
が
一
九
七
七
年
八
月
に
発
足
し
て
、
日
米
安
保

条
約
を
軸
と
す
る
日
米
韓
軍
事
癒
着
体
制
（
運
命
共
同
体
）
下
に
お
け
る
日
米
防
衛
分
担
の
明
確
化
が
話
し
合
わ
れ
て

き
た
が
、
有
事
即
応
態
勢
下
に
あ
る
米
軍
の
有
事
に
お
け
る
軍
事
行
動
自
由
化
（
在
日
米
軍
基
地
及
び
自
衛
隊
基
地
使

用
の
自
由
化
と
事
前
協
議
事
項
の
包
括
承
認
）
、
及
び
有
事
即
応
の
米
軍
に
連
動
す
る
自
衛
隊
の
有
事
に
お
け
る
軍
事

行
動
の
自
由
化
が
そ
の
小
委
員
会
に
お
い
て
米
側
に
よ
り
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
が
ど
う
か
。

お
そ
ら
く
有
事
立
法
問
題
提
起
の
直
接
的
要
因
は
米
側
か
ら
の
強
い
要
請
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

日
米
の
共
同
作
戦
と
い
え
ば
、
三
自
衛
隊
の
う
ち
で
、
航
空
自
衛
隊
が
一
番
密
接
に
や
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自

衛
隊
の
日
本
の
防
空
作
戦
に
は
、
警
戒
体
制
、
防
空
体
制
、
二
つ
あ
る
。
警
戒
体
制
は
デ
フ
ェ
コ
ン
と
い
う
。
こ
の
デ

フ
ェ
コ
ン
は
ま
た
二
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
対
空
警
戒
体
制
、
こ
れ
は
レ
ー
ダ
ー
に
よ
り
領
空
侵
犯
機
を
探
知

五



し
識
別
す
る
体
制
、
二
番
目
は
警
戒
待
機
体
制
、
こ
れ
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
体
制
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
警
戒
体
制
、
つ

ま
り
デ
フ
ェ
コ
ン
は
一
段
階
か
ら
五
段
階
ま
で
わ
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
一
番
通
常
の
場
合
が
五
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

防
空
体
制
の
ほ
う
は
有
事
に
お
け
る
防
空
の
た
め
の
体
制
で
あ
る
。
こ
の
区
分
内
容
は
警
戒
体
制
と
同
じ
、
一
か
ら
五

ま
で
あ
る
。
間
違
い
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。

�

そ
れ
と
、
い
わ
ゆ
る
あ
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
防
空
警
報
、
こ
れ
は
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。
防
空
警
報
が
赤
、
略

称
「
ア
ッ
プ
ル
ジ
ャ
ッ
ク
」
、
警
戒
警
報
が
黄
、
こ
れ
は
略
称
「
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」
、
警
報
解
除
、
こ
れ
は
白
、

「
ス
ノ
ー
マ
ン
」
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
間
違
い
な
い
か
。

そ
の
こ
と
は
国
民
に
は
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
警
戒
警
報
の
と
き
に
は
、
ど
う
い
う
手
段
で
国
民
に
知
ら
せ
る

の
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

奇
襲
は
あ
り
う
る
の
か
。
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

奇
襲
と
は
平
和
時
に
お
け
る
急
迫
不
正
の
予
期
せ
ざ
る
組
織
的
、
計
画
的
武
力
攻
撃
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
平
和
時

に
何
の
国
際
的
変
調
も
な
く
、
あ
る
日
突
然
、
侵
略
の
意
図
を
も
っ
た
組
織
的
、
計
画
的
奇
襲
が
あ
り
う
る
の
か
、
も
し

あ
る
と
す
れ
ば
必
ず
や
何
ら
か
の
前
触
れ
、
即
ち
国
際
的
対
立
、
紛
争
、
あ
る
い
は
変
調
が
前
提
と
し
て
あ
る
筈
で
あ

六



り
、
そ
れ
は
エ
リ
ン
ト
に
よ
っ
て
充
分
事
前
に
察
知
し
う
る
。

そ
の
よ
う
な
前
提
が
皆
無
の
場
合
、
侵
略
の
意
図
を
も
っ
た
奇
襲
が
突
如
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
到
底
あ
り

え
な
い
。

し
か
し
為
に
す
る
議
論
で
は
、
万
々
万
一
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
と
い
う
反
論
が
必
ず
お
こ
る
。

も
し
仮
に
万
々
万
一
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
相
手
国
の
奇
襲
形
態
は
遥
か
遠
く
公
空
、
公
海
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
で

ま
ず
始
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
攻
撃
対
象
（
目
標
）
は
、
現
在
、
日
本
に
存
在
す
る
二
八
ヶ
所
の
レ
ー
ダ
ー
基
地
（
エ
リ
ン

ト
基
地
）
破
壊
、
米
軍
、
自
衛
隊
基
地
、
重
化
学
工
業
地
帯
、
特
に
十
六
ヶ
所
の
原
子
力
発
電
所
へ
の
ミ
サ
イ
ル
直
接
攻

撃
と
海
上
輸
送
貿
易
路
の
遮
断
、
封
鎖
（
例
え
ば
台
湾
海
峡
異
変
の
場
合
な
ど
）
で
あ
っ
て
、
と
て
も
自
衛
隊
の
超
法
規

的
行
動
な
ど
お
よ
そ
介
在
す
る
余
地
は
な
い
筈
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
平
和
時
に
お
け
る
侵
略
の
意
図
の
な
い
突
発
的
不
意
打
ち
は
あ
り
う
る
か
。
か
つ
て
栗
栖
統
幕
議
長
設
問
の

「
奇
襲
」
は
こ
の
よ
う
な
場
合
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
種
の
奇
襲
の
可
能
性
は
航
空
機
に
よ
る
領
空
侵
犯
の
場
合
に
あ
り

う
る
。
こ
の
場
合
は
武
力
攻
撃
（
武
力
行
使
）
と
い
う
よ
り
単
発
的
な
武
器
の
使
用
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
場
合

の
対
応
は
す
で
に
教
育
さ
れ
て
い
る
し
、
実
際
の
対
処
方
法
も
内
訓
と
し
て
「
要
撃
準
則
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
は
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な
い
か
。

超
法
規
的
行
動
は
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
奇
襲
が
考
え
ら
れ
る
の
は
朝
鮮
半
島
、
或
い
は
台

湾
海
峡
緊
迫
の
事
態
が
発
生
し
た
と
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
い
う
場
合
は
そ
の
緊
迫
の
事
態
が
先
行
す
る
わ
け
で
万

一
の
事
態
に
備
え
る
体
制
が
当
然
布
か
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て

（
�
）

「
兵
学
研
究
記
事
第
六
号
」
中
の
『
国
家
と
自
衛
隊
』

（
�
）

「
松
前
・
バ
ー
ン
ズ
協
定
」
昭
和
三
四
・
九
・
九

の
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
を
問
う
。

�

も
と
も
と
憲
法
に
は
有
事
の
想
定
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
規
定
も
な
い
。
だ
か
ら
有
事
立
法
は
根
源
的
に
憲
法
を

超
え
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
自
衛
隊
の
行
動
を
自
由
化
す
る
た
め
に
防
衛
庁
や
制
服
組
が
ね
ら
い
期
待
し
て
い
る
有
事

立
法
の
行
き
着
く
先
は
結
局
、
超
憲
法
的
体
制
で
あ
り
、
現
行
憲
法
秩
序
を
の
り
こ
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
こ

れ
ま
で
防
衛
庁
が
部
内
で
過
去
現
実
に
行
っ
て
き
た
有
事
立
法
関
係
の
研
究
文
献
を
み
れ
ば
歴
然
と
し
て
い
る
。
軍
備
で

国
を
守
る
と
い
う
発
想
に
た
つ
限
り
、
超
憲
法
的
有
事
立
法
へ
の
追
求
は
到
底
避
け
え
ざ
る
宿
命
な
の
で
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
復
権
論
議
の
如
き
は
、
現
行
憲
法
法
秩
序
を
破
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
を
立
証
す
る
も
の
と
し
て
以
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下
の
資
料
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
問
う
。

《
有
事
立
法
関
係
文
献
の
具
体
的
事
例
》

�

「
列
国
憲
法
と
軍
事
条
項
」
一
九
五
六
年

防
衛
庁
か
ら
大
西
邦
敏
教
授
（
早
大
）
に
調
査
委
託
さ
れ
た
報
告

書
。

�

「
自
衛
隊
と
基
本
的
法
理
論
」
一
九
五
八
年

�

「
三
矢
研
究
」
一
九
六
三
年

「
非
常
事
態
措
置
諸
法
令
の
研
究
」

（
�
）

国
家
総
動
員
対
策
の
確
立

（
�
）

政
府
機
関
の
臨
戦
化

（
�
）

自
衛
隊
行
動
基
礎
の
達
成

・
「
隊
員
補
充
」→

有
事
徴
兵
制

・
「
防
衛
司
法
」→

軍
刑
法
、
軍
事
裁
判
制
度
、
憲
兵
制
度

・
「
防
衛
保
護
」→

「
国
防
秘
密
」
「
軍
事
秘
密
」
の
保
護
体
制
確
立

九



�
「
治
安
行
動
（
草
案
）
」
一
九
六
〇
年

「
治
安
出
動
時
の
部
隊
の
行
動
及
び
防
衛
出
動
時
に
お
い
て
公
共
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
部
隊
の
行
動
」

・
「
関
係
機
関
」

（
�
）

「
治
安
関
係
」→

公
安
調
査
庁
、
海
上
保
安
庁
、
検
察
庁
、
特
別
司
法
警
察
職
員
、
入
管
機
関
、
消

防

（
�
）

「
そ
の
他
の
関
係
機
関
」→

国
の
機
関
と
し
て
、
運
輸
、
通
産
、
郵
政
、
建
設
、
厚
生
、
大
蔵
等
の

各
省
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
公
共
企
業
体
等
の
機
関
と
し
てＪ

Ｒ

、Ｎ
Ｔ

Ｔ

、
日
赤
、Ｎ

Ｈ
Ｋ

等

�
「
国
家
緊
急
権
」

・
「
軍
事
に
制
定
で
き
る
も
の
」→

平
常
時
に
お
い
て
現
憲
法
上
立
法
可
能
な
人
権
制
限
事
項

「
自
衛
隊
の
作
戦
行
動
に
必
要
な
物
資
の
強
制
調
達
、
土
地
、
建
物
等
の
強
制
収
容
、
民
防
衛
、
防
空
、
秘
密
保

護
」

・
「
有
事
に
制
定
で
き
る
も
の
」→

平
常
時
の
立
法
と
し
て
は
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
が
、
非
常
時
に
は
立
法
可
能
な

一
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人
権
制
限
事
項

「
徴
兵
、
強
制
労
役
、
物
資
・
役
務
等
の
統
制
、
通
信
報
道
の
制
限
、
運
輸
・
通
信
機
関
の
統
制
、
重
要
産
業

等
の
統
制
、
労
働
運
動
の
規
制
、
国
家
総
動
員
体
制
、
戒
厳
令
」

�

「
兵
学
研
究
会
記
事
第
六
号

『
国
家
と
自
衛
隊
』
」
一
九
六
五
年
、
陸
自
幹
部
学
校
兵
学
研
究
会

「
真
に
止
む
を
得
ざ
る
緊
急
事
態
に
お
い
て
は
責
任
の
追
求
を
恐
れ
る
余
り
機
を
失
し
て
事
態
を
悪
化
さ
せ
、

国
を
誤
る
よ
り
も
い
わ
ゆ
る
『
警
察
比
例
の
原
則
』
を
適
用
し
て
そ
の
事
態
に
即
し
た
適
宣
の
処
置
（
超
法
規
的

行
動
の
意
味
）
を
と
り
、
事
後
報
告
を
し
、
そ
の
正
当
性
は
平
静
状
態
に
復
帰
後
、
国
会
な
り
、
裁
判
所
な
り
、

国
民
の
判
断
を
仰
ぐ
の
が
武
人
と
し
て
の
正
し
い
姿
で
あ
ろ
う
と
お
も
い
ま
す
」

�

防
衛
庁
法
制
調
査
官
室
試
案
「
法
制
上
、
今
後
整
備
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」
一
九
六
六
年
二
月

�
不
必
要
又
は
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
も
の�
（
二
三
件
）

「
防
衛
出
動
時
待
機
命
令
時
の
武
力
行
使
」

「
防
衛
出
動
の
下
令
前
に
お
い
て
も
、
現
地
指
揮
官
が
自
隊

防
護
の
限
度
内
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
違
法
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、
か
つ
下
令
前
は
そ
の
限
度
内
に
と

ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。
下
令
前
に
防
衛
出
勤
下
令
後
と
同
様
な
武
力
の
行
使
の
権
限
を
現
地
指
揮
官
に
許
す
こ
と

一
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は
不
適
当
で
あ
る
」

�

シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
て
も
、
国
会
で
は
与
野
党
間
、
野
党
間
そ
れ
ぞ
れ
見
解
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
し
、
院
外
の
識
者
間
で
も
意
見
が
マ
チ
マ
チ
で
あ
る
。
政
府
部
内
で
す
ら
発
言
が
不
統
一
で
あ
り
、
裁
判
の
判
決
も

判
断
が
揺
れ
動
い
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
シ
ビ
リ
ア
ン
の
考
え
方
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
国
民
の
合
意
の
な
い
と
こ
ろ
に
ど
う
し

て
真
の
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
作
動
し
え
よ
う
か
。

シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
真
に
作
動
す
る
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
る
保
証
が
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
問
う
。

（
イ
）

「
知
る
権
利
」
が
保
証
さ
れ
、
正
確
な
情
報
と
資
料
の
提
供
が
前
提
。

（
ロ
）

国
民
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
、
見
え
る
形
で
の
公
開
論
議
。

（
ハ
）

国
民
の
合
意
形
成
の
た
め
の
徹
底
的
論
議
。

（
ニ
）

国
会
に
具
体
的
統
制
権
限
の
附
与
。

「
有
事
」
と
は
「
戦
時
」
で
あ
り
、
政
府
、
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
立
向
か
う
べ
き
「
危
機
管
理
」
の
事
態
で
あ
る
。

そ
れ
は
各
省
に
ま
た
が
る
広
範
な
国
家
的
国
民
的
視
野
か
ら
の
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
内
外
情
勢
に
対
す
る
高
度
の
総
合

一
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的
政
治
判
断
が
要
請
さ
れ
る
事
態
の
筈
で
あ
る
。

第
七
六
条
以
外
に
自
衛
隊
法
が
「
武
力
行
使
」
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
自
衛
隊
の
独
断
専
行
に
よ
る
暴
走

を
戒
め
る
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
そ
れ
こ
そ
重
要
な
歯
止
め
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
法
の
欠
陥
だ
な
ど
と

い
う
の
は
、
ま
さ
に
政
治
優
先
と
い
う
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。

基
本
的
な
防
衛
政
策
、
あ
る
い
は
自
衛
隊
の
存
在
自
体
に
つ
い
て
も
合
憲
性
が
争
わ
れ
、
国
民
の
合
意
が
成
立
し
て
い

な
い
現
状
を
い
き
な
り
の
り
こ
え
て
有
事
立
法
論
議
が
先
行
す
る
の
は
ま
さ
に
逆
立
ち
の
論
議
と
考
え
る
。

三

防
衛
に
関
す
る
基
本
的
問
題
に
対
し
て
質
問
す
る
。

�

私
達
は
い
ま
一
度
防
衛
に
関
す
る
基
本
的
諸
問
題
を
整
理
し
考
察
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
原
点
か
ら
論
議
を
再
出

発
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
国
を
守
る
」
と
は
一
体
「
何
か
ら
」
「
何
を
」
守
る
の
か
。
ま
た
「
守
れ
る
の
か
」
。
「
ど
う
す
れ
ば
守
れ
る
の

か
」
。
さ
ら
に
「
脅
威
の
実
体
と
は
何
か
」
。

「
脅
威
の
可
能
性
」
は
あ
る
の
か
。
「
過
去
の
教
訓
」
を
ど
の
よ
う
に
う
け
と
め
る
べ
き
か
。
そ
れ
ら
の
基
本
問
題
に

つ
い
て
以
下
、
質
問
を
し
た
い
。

一
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「
国
を
守
る
」
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
現
在
の
支
配
体
制
を
守
る
こ
と
で
は
な
く
、
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
、
福
祉

と
財
産
、
自
由
と
幸
福
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
守
る
べ
き
対
象
が
国
民
の
い
の

ち
と
く
ら
し
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
核
時
代
に
武
力
で
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
が
守
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
政
府
の
確

た
る
見
解
を
問
う
。

「
脅
威
の
実
体
」
が
わ
が
国
周
辺
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
。
「
脅
威
の
実
体
」
と
は
対
象
国
の
侵
略
の
「
意
思
」
と
そ

の
「
能
力
」
で
あ
る
。
い
ま
日
本
の
周
辺
国
家
に
そ
の
敵
国
た
り
う
る
「
能
力
」
が
あ
る
国
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
問

題
は
侵
略
の
「
意
思
」
が
周
辺
国
に
あ
る
か
ど
う
か
を
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
い
。

�
�

武
力
（
自
衛
隊
）
で
こ
の
国
の
国
民
が
守
れ
る
の
か
。
こ
こ
で
太
平
洋
戦
争
末
期
の
教
訓
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
あ
の
太
平
洋
戦
争
末
期
、
本
土
決
戦
が
叫
ば
れ
た
と
き
、
日
本
本
土
に
は
天
皇
に
忠
誠
を
誓
っ
た
軍
隊
が
ま
だ

三
百
万
い
た
し
、
航
空
機
も
数
百
機
が
残
っ
て
い
た
。
本
土
決
戦
で
国
論
も
統
一
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
こ
の
国
が
、

国
民
が
守
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
広
島
、
長
崎
の
原
爆
二
発
で
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
冷
厳
な
歴
史

的
事
実
な
の
だ
。

で
は
今
日
は
ど
う
な
の
か
。
日
本
列
島
は
大
陸
に
対
し
地
理
的
に
も
近
く
弓
状
に
浮
か
ん
で
い
る
細
長
い
島
で
あ

一
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る
。
国
土
に
縦
深
性
は
な
く
、
一
億
の
人
間
が
そ
こ
に
ひ
し
め
き
、
重
化
学
工
業
地
帯
が
大
都
市
、
中
都
市
に
集
中
し

て
い
る
。
海
上
交
通
に
よ
る
貿
易
な
く
し
て
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
貿
易
立
国
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
破
壊
力
は
か
つ
て

の
広
島
、
長
崎
原
爆
の
数
万
倍
の
威
力
を
も
っ
た
核
兵
器
の
時
代
で
あ
る
（
旧
ソ
連
保
有
の
核
兵
器
の
破
壊
力
は
広

島
・
長
崎
型
原
爆
の
十
四
万
倍
以
上
）
。
太
平
洋
戦
争
の
比
で
は
な
い
。
日
本
国
は
武
力
で
は
到
底
守
れ
な
い
の
で
あ

る
。国

を
守
る
た
め
に
自
衛
隊
を
必
要
と
す
る
世
論
が
八
三
％
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。
「
国
を

守
る
た
め
に
自
衛
隊
を
必
要
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
ほ
ど
陥
穽
に
満
ち
た
も
の
は
な
い
と
痛
感
す
る
。

自
衛
隊
で
国
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
衛
隊
だ
け
が
国
を
守
る
の
で
は
な
く
、
自
衛
隊
（
武
力
）
で
闘
う
た
め
の

体
制
と
い
う
も
の
が
背
後
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
体
制
と
は
何
か
。
そ
れ
が
即
ち
戒
厳
令
で
あ
り
、

徴
兵
制
、
徴
用
令
で
あ
り
、
治
安
維
持
法
、
秘
密
保
護
法
で
あ
り
、
国
家
総
動
員
体
制
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
国
を
守
る
た
め
に
自
衛
隊
を
必
要
と
考
え
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
と
、
「
国
を
守
る
た
め
に
徴
兵
制
や
戒
厳
令
を
必

要
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
国
を
守
る
た
め
に
は
自
衛
隊
が
必
要
だ
」
と
答
え
た
人
が
、
同
じ
質
問
で
あ
る
筈
の
「
国
を
守
る
た
め
に
徴
兵
制

一
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を
必
要
と
思
い
ま
す
か
」
、
「
国
を
守
る
た
め
に
貴
方
は
徴
兵
制
で
自
衛
隊
に
入
り
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
て
果
た
し
て

「
ハ
イ
」
と
答
え
る
人
が
何
人
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
国
を
守
る
た
め
に
自
衛
隊
は
必
要
だ
」
と
答
え
た
人
は
、
徴
兵

制
、
徴
用
令
、
戒
厳
令
、
治
安
維
持
法
、
秘
密
保
護
法
な
ど
国
家
総
動
員
体
制
つ
ま
り
戦
前
の
軍
国
体
制
に
賛
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
う
い
う
筈
で
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
間
に
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
念
の
た
め
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
の
元
ハ
ワ
イ
空
襲
特
別
攻
撃
隊
長
、
戦
後
、
航
空
自
衛

隊
幕
僚
長
、
そ
し
て
自
民
党
国
防
部
会
長
、
参
議
院
議
員
で
あ
っ
た
、
源
田
実
氏
が
「
国
の
安
全
保
障
」
と
い
う
本
の

中
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
役
自
衛
隊
制
服
組
の
考
え
を
代
表
す
る
も
の
と
思
っ
て
差
支
え
な
い
。

即
ち
、
『
自
衛
隊
が
守
る
べ
き
第
一
の
目
標
は
米
軍
基
地
、
次
が
自
衛
隊
基
地
、
つ
づ
い
て
重
工
業
地
帯
』
と
指
摘

し
て
い
て
、
国
民
は
守
る
べ
き
対
象
と
し
て
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
制
服
組
が
国
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い

う
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
国
民
の
皆
さ
ん
は
肝
に
銘
じ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

私
の
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を

問
う
。

�

尚
、
海
上
自
衛
艦
に
備
え
ら
れ
て
い
る
「
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
」
で
使
用
さ
れ
る
弾
丸
は
、
次
期
新
防
衛
力
整
備
計
画
で

は
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
弾
な
の
か
、
そ
れ
と
も
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
（
Ｕ
二
三
七
）
な
の
か
、
明
確
に
回
答
さ
れ
た
い
。

一
六



�

第
八
五
臨
時
国
会
で
当
時
の
福
田
総
理
は
有
事
立
法
に
つ
い
て
、
「
自
衛
隊
は
有
事
に
備
え
て
存
在
す
る
も
の
。
有
事

に
備
え
た
立
法
を
自
衛
隊
が
行
う
の
は
当
然
」
と
い
う
答
弁
を
繰
返
し
た
。
し
か
し
こ
の
総
理
答
弁
に
は
重
大
な
欠
落
と

盲
点
が
あ
る
。

総
理
の
脳
裏
に
は
有
事
に
は
自
衛
隊
だ
け
が
対
応
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
民
に
と
っ
て
の
関

心
事
は
有
事
に
際
し
自
衛
隊
が
ど
う
戦
っ
て
く
れ
る
か
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
事
態
の
と
き
自
分
た

ち
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
不
安
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
専
守
防
衛
で
あ
る
以
上
、
戦

場
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
日
本
の
本
土
内
で
あ
る
。

有
事
（
戦
争
）
に
突
入
し
た
と
き
一
体
国
民
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
の
肝
腎
な
点
を
素
通
り
し
て
、
た
だ

自
衛
隊
だ
け
の
有
事
対
応
を
声
高
に
叫
ぶ
の
は
、
野
党
も
国
民
も
き
び
し
く
糾
弾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
こ
そ
が
問
題
の
核
心
で
あ
り
、
私
が
有
事
立
法
論
議
に
重
大
な
欠
落
と
盲
点
と
陥
穽
が
あ
る
と
指
摘
す
る
の
も

ま
さ
に
こ
の
一
点
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
問
題
の
核
心
を
衝
い
た
研
究
が
実
は
秘
か
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
貴
重
な
研
究
で
あ
る
と
同
時

に
国
民
に
対
し
て
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
警
告
で
あ
ろ
う
。

一
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昨
年
八
月
四
日
の
農
林
水
産
委
員
会
で
私
が
質
問
し
た
「
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
に
お
け
る
わ
が
国
の
栄
養
水
準

（
試
算
）
」
（
昭
和
四
九
年
一
〇
月
）
と
い
う
農
林
省
、
斎
藤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
は
重
大
な
示
唆
を
投
げ
か
け
て
い

る
。
即
ち
そ
の
有
事
緊
急
食
糧
対
策
と
し
て
提
案
す
る
と
こ
ろ
は
現
憲
法
下
で
は
到
底
実
行
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
有

事
法
制
と
し
て
国
家
総
動
員
体
制
を
布
き
、
徴
用
令
、
土
地
強
制
収
容
等
を
伴
わ
な
け
れ
ば
試
案
の
緊
急
措
置
は
で
き
な

い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
有
事
に
な
れ
ば
自
衛
隊
関
係
の
超
憲
法
的
法
規
が
一
斉
に
要
請
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を

示
唆
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

も
し
守
る
べ
き
対
象
の
第
一
に
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
か
か
げ
る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

食
糧
、
原
油
、
鉄
鉱
石
な
ど
重
要
輸
入
資
源
は
有
事
に
お
い
て
も
絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
、
研
究
資
料
が
指
摘
、
警
告
す

る
よ
う
に
日
本
は
疑
い
も
な
く
飢
餓
列
島
と
化
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
と
し
て
「
国
民
生
活
に
基
づ
く
所

要
輸
入
量
に
関
す
る
研
究
（
食
糧
編
）
」
（
昭
和
五
一
年
九
月
一
日
、
海
幕
防
衛
部
防
衛
課
分
析
班
）
が
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
お
く
。

と
こ
ろ
が
こ
の
重
大
な
輸
入
の
た
め
の
海
上
輸
送
路
が
果
た
し
て
自
衛
隊
で
守
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
最
後
に
残
る
。

結
論
は
軍
事
力
で
は
到
底
守
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
一
九
七
三
年
一
月
二
二
日
、
と
き
の
ズ
ム
ワ
ル

一
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ト
米
海
軍
作
戦
部
長
が
、
米
上
院
国
内
・
島
嶼
委
員
会
、
及
び
同
四
月
、
上
院
軍
事
委
員
会
に
お
い
て
証
言
し
、
米
海
軍

も
海
上
輸
送
路
、
特
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
は
護
衛
し
が
た
い
こ
と
、
少
な
く
と
も
二
五
％
は
削
減
さ
れ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
世

界
最
強
の
米
海
軍
に
し
て
然
り
で
あ
る
。

ま
し
て
や
日
本
の
自
衛
隊
が
守
れ
る
わ
け
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
す
で
に
同
じ
年
の
一
九
七
三
年
五
月
末
日
、
当
時
の

田
中
首
相
訪
米
を
前
に
し
た
第
八
回
日
米
安
保
協
議
委
員
会
事
務
レ
ベ
ル
会
議
に
説
明
資
料
と
し
て
外
務
・
防
衛
当
局
合

同
で
用
意
し
た
マ
ル
秘
文
書
の
中
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
国
会
議
論
で
も
、
そ
の
と
き
の
山
中
貞
則
防
衛
庁
長
官
は

『
最
終
的
に
は
守
れ
な
い
』
（
四
八
・
六
・
二
一
衆
院
内
閣
委
）
と
答
弁
し
た
し
、
そ
の
時
の
臨
時
国
会
の
外
務
委
員
会

に
お
い
て
も
防
衛
庁
当
局
は
重
ね
て
そ
の
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

一
体
、
自
衛
隊
は
海
上
輸
送
路
も
守
れ
な
く
て
、
何
を
守
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
結
論
は
明
白
に
な
っ
た
。

こ
の
国
は
軍
事
力
で
は
守
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
し
日
本
を
侵
略
し
よ
う
と
意
図
す
る
国
が
あ
る
な
ら
ば
、
何
も
血
を
流
し
て
ま
で
敵
前
上
陸
を
す
る
必
要
は
な
い
。

海
上
補
給
路
を
遮
断
す
れ
ば
目
的
の
大
半
は
達
す
る
。
国
民
は
手
を
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
る
。

も
は
や
結
論
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
戦
争
に
突
入
し
た
と
き
に
は
ど
う
す
る
か
で
は
遅
過
ぎ
る
の
だ
。
そ
う
な
っ
た
ら

一
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も
う
お
し
ま
い
で
あ
る
。
問
題
は
戦
争
を
避
け
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
発
想
に
大
転
換
す
る
以
外
に
こ
の
国
を
守

る
ス
ベ
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

結
局
、
軍
事
的
対
応
を
否
定
し
た
憲
法
の
原
点
に
返
る
こ
と
こ
そ
最
も
有
効
で
現
実
的
な
防
衛
手
段
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
平
和
外
交
、
経
済
、
文
化
、
科
学
技
術
の
国
際
的
交
流
と
分
業
な
ど
地
球
規
模
で
非
軍
事
的
手
段
を
追
求
す
る
こ
と

だ
け
が
こ
の
国
と
国
民
を
守
り
う
る
た
だ
一
つ
の
道
で
あ
る
。
今
日
、
人
々
は
一
つ
の
重
大
な
事
実
に
気
が
つ
き
始
め

た
。
そ
れ
は
地
球
が
有
限
で
あ
る
と
い
う
こ
と
―
―
こ
れ
以
上
、
自
然
の
綾
な
す
生
態
系
と
環
境
の
破
壊
が
進
め
ば
、
人

類
は
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
破
局
を
む
か
え
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
む
し
ろ
人
間
の
叡
智
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け
る

べ
き
は
人
類
が
生
き
残
る
た
め
の
こ
の
事
実
と
の
闘
い
で
は
な
い
の
か
。

も
は
や
現
実
的
に
は
安
保
・
自
衛
隊
を
さ
け
て
は
通
れ
な
い
。
幸
い
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
最
高
機
関
で
あ

る
国
会
に
議
論
の
場
と
し
て
共
通
の
土
俵
が
つ
く
ら
れ
た
。
即
ち
、
安
全
保
障
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
議
論

を
つ
く
し
て
判
断
材
料
を
国
民
に
提
供
し
最
終
的
に
国
民
の
審
判
を
う
け
る
べ
き
で
あ
る
。

「
過
去
を
忘
却
し
た
も
の
は
、
過
去
を
繰
返
え
す
」
。
こ
の
有
名
な
教
訓
を
も
う
一
度
か
み
締
め
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
質
問
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
最
後
に
総
体
と
し
て
私
の
見
解
と
疑
問
は
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
間
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違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
、
充
分
に
反
論
、
或
い
は
間
違
い
の
個
所
を
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
た
い
。
見
解
を
問

う
。

�

な
お
、
一
月
三
一
日
に
静
岡
県
焼
津
市
上
空
付
近
で
突
発
し
た
日
航
両
機
の
ニ
ア
ミ
ス
事
件
は
、
双
方
機
へ
の
対
処
ミ

ス
が
あ
り
、
「
適
切
な
管
制
指
示
を
し
て
い
れ
ば
防
げ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
根
本
的
に
は
在
日
米

空
軍
と
航
空
自
衛
隊
の
専
用
空
域
の
拡
大
に
よ
り
、
民
間
機
の
空
域
が
極
端
に
狭
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。
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